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満洲で日本人の経済活動を支えた、

銀行、株式取引所等の民間金融機関を経営史的に分析。

各種資料や豊富な図表を駆使して、

満洲国における金融資産負債統計を復元。

満洲で日本人の経済活動を支えた、

銀行、株式取引所等の民間金融機関を経営史的に分析。

各種資料や豊富な図表を駆使して、

満洲国における金融資産負債統計を復元。
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日本帝国圏満洲における民間金融
定価：本体8,500円＋税 ISBN978-4-8433-6352-2 C3033 部

日本人の満洲への経済的進出は、日露戦争勃発期から始まり、満洲事変、日中戦争を経て、日本の敗戦まで続いた。満洲におけ

る日本人の経済的発展にとって、最も必要とされたのは、金融機関による資金調達であった。

本書では、関東州や満鉄附属地といった公式に日本の行政権が及んだ地域に加え、さらに東支鉄道附属地や商埠地のみならず、

占領下で構築された満洲国をもを含む、非公式に日本の権限が及んだ地域を総括して「日本帝国圏」と捉える。そして、この「日

本帝国圏」において銀行、株式取引所等の民間金融機関の活動や、これに対する政策を検証する。

この課題に対して以下の5点からアプローチ。

（1）日本の対満洲商業利権獲得、拡張を目指した政策史

（2）日本、満洲国の法体系の中で存在した金融制度

（3）満洲で活動した銀行、個別株式取引所、取引従事者の企業史、経営史

（4）満洲における非政府系銀行と株式取引所の発展・衰退・再拡大の過程

（5）満洲国金融資産負債統計に基づくマクロ経済把握

従来の満洲金融研究においては、満洲中央銀行等の特殊金融機関を主な対象としてきたが、本書ではこれに加えて、地方都市で

営業した銀行や、株式取引所も対象とする。

また、従来不十分であった、金融資産負債統計についても、各種資料を比較・検討することによって、可能な限り厳密な統計表

を復元することに努めた。

これらの視点により、満洲において民間金融業者の果たした役割に、再び光を当てる。
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貿易関係特別会計
占領下貿易に関わった、特別会計の歳入歳出・資産負債、歳入歳出外資金運用、
取引先等を分析。さらに従来全く検討されてこなかった分野である、解散団体
財産処理の二特別会計業務を解説。政治史的内容を含む財政制度史。
●定価：本体4,800円＋税 A5判並製／カバー ISBN978-4-8433-5716-3
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※図版：表紙＝満洲中央銀行本店／上＝満洲中央銀行本店ロビー（二点共『満洲中央銀行十年史』〔満洲中央銀行編・発行 1942年〕より）

経営史と金融統計から、満洲における民間金融機関の機能を分析。

●序 章 日本帝国圏満洲における民間金融研究の課題と分析視角

産業開発計画始動後の間接金融機関の活動と再編

日本帝国圏満洲における民間金融研究の課題と分析視角
●第 1 章 第1次大戦終結前満洲における日系銀行
●第 2 章 満洲における株式取引所の設立
●第 3 章 1920年代満洲における銀行業の不振と淘汰
●第 4 章 1920年代満洲における株式市場
●第 5 章 満洲国期民間間接金融体制の構築
●第 6 章 産業開発計画始動後の満洲国金融資産負債
●第 7 章 産業開発計画始動後の間接金融機関の活動と再編
●第 8 章 満洲国期の証券業
●終 章 日本帝国圏満洲における民間金融の解体と結語
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